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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンズ装着部と、
　前記レンズ装着部に装着されたレンズの種別を判別する判別手段と、
　前記判別手段で、前記レンズ装着部に装着されたレンズの種別が垂直方向に対して水平
方向に映像を１／ａ（ａ≧１）倍にする第１のレンズであると判別された場合は、前記第
１のレンズを介して取得した第１の映像に重畳してアスペクト比がＭ：Ｎの第１のアスペ
クトマーカを表示し、前記判別手段で、前記レンズ装着部に装着されたレンズの種別が垂
直方向に対して水平方向に前記映像を１／ｂ（ｂ≧１、ａ≠ｂ）倍にする第２のレンズで
あると判別された場合は、前記第２のレンズを介して取得した第２の映像に重畳してアス
ペクト比がＭ’：Ｎ（Ｍ’＝Ｍ×ａ／ｂ）の第２のアスペクトマーカを表示するよう制御
する表示制御手段と
　を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記第１の映像を水平方向にａ倍に引き伸ばした第１の変形映像、及び前記第２の映像
を水平方向にｂ倍に引き伸ばした第２の変形映像を生成する変形手段を更に備え、
　前記表示制御手段は、前記第１の変形映像を表示する場合に、アスペクト比がｍ：ｎの
アスペクトマーカを表示するように制御し、前記第２の変形映像を表示する場合に、アス
ペクト比がｍ：ｎのアスペクトマーカを表示するように制御することを特徴とする請求項
１記載の撮像装置。
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【請求項３】
　前記判別手段は、ユーザにより入力されたレンズ情報に基づき、前記レンズ装着部に装
着されたレンズの種別を判別することを特徴とする請求項１又は２記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記レンズ装着部に装着されたレンズからレンズ情報を取得する取得手段を更に備え、
　前記判別手段は、前記取得されたレンズ情報に基づき、前記レンズ装着部に装着された
レンズの種別を判別することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の撮像装
置。
【請求項５】
　垂直方向に対して水平方向に１／ａ倍（ａ＞１）に映像を縮める第１のレンズを装着可
能なレンズ装着部と、
　前記第１のレンズを介して取得した第１の映像を水平方向にａ倍に引き伸ばした第１の
変形映像を生成する変形手段と、
　映像を表示する表示手段と、
　前記第１の変形映像を表示する場合、アスペクト比がｍ：ｎの第１のアスペクトマーカ
を前記第１の変形映像に重畳して表示し、前記第１の映像を表示する場合、アスペクト比
がｍ／ａ：ｎの第２のアスペクトマーカを前記第１の映像に重畳して表示するように制御
する表示制御手段と
　を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項６】
　前記レンズ装着部は、垂直方向に対して水平方向に１／ｂ倍に映像を縮める第２のレン
ズを装着可能であり（ｂ＞１、ａ≠ｂ）、
　前記変形手段は、前記第２のレンズを介して取得した第２の映像を水平方向にｂ倍に引
き伸ばした第２の変形映像を更に生成し、
　前記表示制御手段は、前記第２の変形映像を表示する場合、アスペクト比がｍ：ｎの第
１のアスペクトマーカを前記第２の変形映像に重畳して表示するように制御することを特
徴とする請求項５記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記表示制御手段は、前記第１の変形映像の生成の前に前記第１の映像を表示する場合
、前記第１のアスペクトマーカ及び前記第２のアスペクトマーカを前記第１の映像に重畳
して表示するように制御することを特徴とする請求項５又は６記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記表示制御手段は、前記第１のアスペクトマーカ及び前記第２のアスペクトマーカを
同時に表示する場合、前記第１のアスペクトマーカ及び前記第２のアスペクトマーカの間
で色及び線種の少なくとも１つを同一とすることを特徴とする請求項７記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記表示制御手段は、前記第１の変形映像を表示する場合、アスペクト比がｍ：ｎの第
１のセーフティゾーンを示すセーフティゾーンマーカを前記第１のアスペクトマーカと共
に表示し、前記第１の映像を表示する場合、アスペクト比がｍ／ａ：ｎの第２のセーフテ
ィゾーンを示すセーフティゾーンマーカを前記第２のアスペクトマーカと共に表示するよ
うに制御することを特徴とする請求項５乃至８のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記表示制御手段は、前記第１の変形映像を表示する場合、更に前記第２のセーフティ
ゾーンを示すセーフティゾーンマーカを同時に表示するように制御することを特徴とする
請求項９記載の撮像装置。
【請求項１１】
　前記表示制御手段は、前記第１のセーフティゾーンを示すセーフティゾーンマーカ及び
前記第２のセーフティゾーンを示すセーフティゾーンマーカを同時に表示する場合、前記
第１のセーフティゾーンを示すセーフティゾーンマーカ及び前記第２のセーフティゾーン
を示すセーフティゾーンマーカの間で色及び線種の少なくとも１つを同一とすることを特
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徴とする請求項１０記載の撮像装置。
【請求項１２】
　前記表示制御手段は、前記第１の変形映像を表示する場合、アスペクト比がｍ：ｎの第
１のグリッドを表示し、前記第１の映像を表示する場合、前記アスペクト比がｍ／ａ：ｎ
の第２のグリッドを重畳するように制御することを特徴とする請求項５記載の撮像装置。
【請求項１３】
　前記表示制御手段は、前記第１の変形映像を表示する場合、前記第２のグリッドを同時
に表示するように制御することを特徴とする請求項１２記載の撮像装置。
【請求項１４】
　前記表示制御手段は、前記第１のグリッド及び前記第２のグリッドを同時に表示する場
合、前記第１のグリッド及び前記第２のグリッドの間で色及び線種の少なくとも１つを同
一とすることを特徴とする請求項１３記載の撮像装置。
【請求項１５】
　レンズ装着部を備える撮像装置において実行される、前記レンズ装着部に装着されたレ
ンズを介して取得した映像を表示するための表示制御方法であって、
　前記レンズ装着部に装着されたレンズの種別を判別する判別ステップと、
　前記判別ステップにおいて、前記レンズ装着部に装着されたレンズの種別が垂直方向に
対して水平方向に映像を１／ａ（ａ≧１）倍にする第１のレンズであると判別された場合
は、前記第１のレンズを介して取得した第１の映像に重畳してアスペクト比がＭ：Ｎの第
１のアスペクトマーカを表示し、前記判別ステップにおいて、前記レンズ装着部に装着さ
れたレンズの種別が垂直方向に対して水平方向に前記映像を１／ｂ（ｂ≧１、ａ≠ｂ）倍
にする第２のレンズであると判別された場合は、前記第２のレンズを介して取得した第２
の映像に重畳してアスペクト比がＭ’：Ｎ（Ｍ’＝Ｍ×ａ／ｂ）の第２のアスペクトマー
カを表示するよう制御する表示制御ステップと、
　を有することを特徴とする表示制御方法。
【請求項１６】
　垂直方向に対して水平方向に１／ａ倍（ａ＞１）に映像を縮める第１のレンズが装着さ
れた撮像装置において実行される、前記第１のレンズを介して取得した第１の映像を表示
するための表示制御方法であって、
　前記第１の映像を水平方向にａ倍に引き伸ばした第１の変形映像を生成する変形ステッ
プと、
　前記第１の変形映像を表示する場合、アスペクト比がｍ：ｎの第１のアスペクトマーカ
を前記第１の変形映像に重畳して表示し、前記第１の映像を表示する場合、アスペクト比
がｍ／ａ：ｎの第２のアスペクトマーカを前記第１の映像に重畳して表示するように制御
する表示制御ステップと、
　を有することを特徴とする表示制御方法。
【請求項１７】
　請求項１５又は請求項１６の表示制御方法をコンピュータに実行させるためのプログラ
ム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置及びその表示制御方法、並びにプログラムに関し、特にアナモフィ
ック光学系を用いて映像の撮像・再生表示を行う撮像装置及びその表示制御方法、並びに
プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、水平断面と垂直断面で屈折力の異なるアナモフィック光学系を用いて、広い画角
の映像を水平断面に縮めて撮像し、その後カメラ側で水平断面に映像を引き伸ばして出力
する方式が知られている。一方、映画用の撮影範囲を示すものとして、水平方向と垂直方
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向のアスペクト比が２．３９：１のシネスコープサイズがあり、このサイズ用いた映像記
録・撮影システムが多く存在する。
【０００３】
　アナモフィック光学系では水平断面と垂直断面のうち一方にのみ屈折力を有するシリン
ドリカルレンズや水平断面と垂直断面で互いに屈折力の異なるトーリックレンズ等（以後
、これらのレンズを総称してアナモフィックレンズという）が用いられている。
【０００４】
　アナモフィック光学系に用いられるアナモフィックレンズには、主として以下の２つの
種別がある。一つは、映像を水平断面に１／２倍に縮めて撮像するレンズであって、その
後映像がカメラ側で水平断面に２倍に引き伸ばして出力されるレンズ（以後、×２．０ア
ナモフィックレンズという）である。もう一つは、映像を水平断面に１／１．３倍に縮め
て撮像するレンズであって、その後映像がカメラ側で水平断面に１．３倍に引き伸ばして
出力されるレンズ（以後、×１．３アナモフィックレンズという）である。例えば×２．
０アナモフィックレンズを用いて水平断面に１／２倍に縮めた映像を４：３（１．３３：
１）センサで撮像する場合、出力時に水平断面に２倍に引き伸ばすと２．６６：１の映像
となる。よって、この出力された映像から２．３９：１のシネスコープサイズの映像を生
成する場合は、出力された映像の両横がトリミングされる。
【０００５】
　ここで、×２．０アナモフィックレンズを用いて撮像された映像を２．３９：１のシネ
スコープサイズで出力する際の撮影範囲を確認したい場合がある。この場合、上述のセン
サで撮像された、水平断面に縮めた映像を表示部にそのまま表示して確認する方式と、セ
ンサで撮像された映像をカメラ側で水平断面に引き伸ばした後に表示部に表示して確認す
る方式の２つがある。この２つの方式のいずれを採用する場合も、表示部に表示される映
像にシネスコープサイズを示すアスペクトマーカを重畳することによって撮影範囲の確認
を行う方法が従来技術として知られている。
【０００６】
　また、特許文献１乃至２は、異なるアスペクト比に映像を切り替える際に、その撮影範
囲が明示されることが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平３－１５３１７３号公報
【特許文献２】特開平１０－７０６７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上記従来技術の方法では、上記２つのアナモフィックレンズのいずれを
用いて撮像したか、あるいは上記２つ方式のいずれで撮影範囲を確認するかにかかわらず
、映像の撮影範囲を確認する場合に同一のアスペクトマーカが表示部に表示される。この
ため、表示されたアスペクトマーカでは実際にシネスコープサイズの映像として得られる
範囲が分からず、撮影範囲を誤認識してしまう可能性がある。
【０００９】
　また、上述の特許文献１，２では、上記２つの方式のうちの後者の方式でのみ映像の撮
影範囲を確認しており、前者の方式では映像の撮影範囲は確認していない。
【００１０】
　そこで、本発明の目的は、アナモフィックレンズにより取得した映像を表示部に表示す
る際に、撮影範囲の誤認識を防止する撮像装置及びその表示制御方法、並びにプログラム
を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
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　本発明の第１の実施形態に係る撮像装置は、レンズ装着部と、前記レンズ装着部に装着
されたレンズの種別を判別する判別手段と、前記判別手段で、前記レンズ装着部に装着さ
れたレンズの種別が垂直方向に対して水平方向に映像を１／ａ（ａ≧１）倍にする第１の
レンズであると判別された場合は、前記第１のレンズを介して取得した第１の映像に重畳
してアスペクト比がＭ：Ｎの第１のアスペクトマーカを表示し、前記判別手段で、前記レ
ンズ装着部に装着されたレンズの種別が垂直方向に対して水平方向に前記映像を１／ｂ（
ｂ≧１、ａ≠ｂ）倍にする第２のレンズであると判別された場合は、前記第２のレンズを
介して取得した第２の映像に重畳してアスペクト比がＭ’：Ｎ（Ｍ’＝Ｍ×ａ／ｂ）の第
２のアスペクトマーカを表示するよう制御する表示制御手段とを備えることを特徴とする
。
【００１２】
　本発明の第２の実施形態に係る撮像装置は、垂直方向に対して水平方向に１／ａ倍（ａ
＞１）に映像を縮める第１のレンズを装着可能なレンズ装着部と、前記第１のレンズを介
して取得した第１の映像を水平方向にａ倍に引き伸ばした第１の変形映像を生成する変形
手段と、映像を表示する表示手段と、前記第１の変形映像を表示する場合、アスペクト比
がｍ：ｎの第１のアスペクトマーカを前記第１の変形映像に重畳して表示し、前記第１の
映像を表示する場合、アスペクト比がｍ／ａ：ｎの第２のアスペクトマーカを前記第１の
映像に重畳して表示するように制御する表示制御手段とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、アナモフィックレンズにより取得した映像を表示部に表示する際に、
撮影範囲の誤認識を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明に係る撮像装置としてのビデオカメラの構成を示すブロック図である。
【図２】図１のビデオカメラの表示部に表示される映像の切替処理の手順を示すフローチ
ャートである。
【図３】図２のステップＳ２０８において、アスペクトマーカを重畳した状態で映像が表
示部に表示された画面を示す図である。
【図４】図２のステップＳ２２１において、アスペクトマーカを非表示にして映像のみが
表示部に表示された画面を示す図である。
【図５】図２のステップＳ２１２において、アスペクトマーカを重畳した状態で映像が表
示部に表示された画面を示す図である。
【図６】図２のステップＳ２２２において、アスペクトマーカを非表示にして映像のみが
表示部に表示された画面を示す図である。
【図７】図２のステップＳ２１４において、アスペクトマーカを重畳した状態で映像が表
示部に表示された画面を示す図である。
【図８】図２のステップＳ２２３において、アスペクトマーカを非表示にして映像のみが
表示部に表示された画面を示す図である。
【図９】表示部に表示されるメニュー画面を示す図である。
【図１０】装着レンズにより水平断面に縮めたそのままの映像に、アスペクトマーカとセ
ーフティゾーンが重畳された状態を示す図である。
【図１１】装着レンズにより水平断面に縮めたそのままの映像に、アスペクトマーカとグ
リッドが重畳された状態を示す図である。
【図１２】図１０の画面に、さらに実映像に対するアスペクトマーカ、セーフティゾーン
が重畳された状態を示す図である。
【図１３】図１１の画面に、さらに実映像に対するアスペクトマーカ、グリッドが重畳さ
れた状態を示す図である。
【図１４】表示部に表示されるアスペクト比設定の画面を示す図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１５】
　以下、図面を参照して本発明の好適な実施形態を説明する。
【００１６】
　図１は、本発明に係る撮像装置としてのビデオカメラ１００の構成を示すブロック図で
ある。
【００１７】
　図１において、レンズユニット１５０は、レンズ１０３として複数種別のレンズの一つ
を交換可能に装着するレンズ装着部である。
【００１８】
　レンズ１０３は通常、複数枚のレンズから構成されるが、ここでは簡略して一枚のレン
ズのみで示している。通信端子６はレンズユニット１５０がビデオカメラ１００側と通信
を行う為の通信端子であり、通信端子１０はビデオカメラ１００がレンズユニット１５０
側と通信を行う為の通信端子である。レンズユニット１５０は、この通信端子６，１０を
介してシステム制御部５０と通信し、この通信内容に基づいてその内部のレンズシステム
制御回路４によるレンズユニット１５０全体の制御を行う。この制御により、絞り駆動回
路２を介した絞り１の制御が行われ、ＡＦ駆動回路３を介したレンズ１０３の位置の変位
による焦点合わせが行われる。
【００１９】
　撮像部２２は、光学像を電気信号の画像データに変換するＣＣＤやＣＭＯＳ素子等で構
成される４：３のアスペクト比を有する撮像センサである。Ａ／Ｄ変換器２３は、撮像部
２２から出力されるアナログ信号の画像データをデジタル信号の画像データに変換するた
めに用いられる。
【００２０】
　画像処理部２４は、Ａ／Ｄ変換器２３からの画像データ、又は、メモリ制御部１５から
の画像データに対し所定の画素補間、縮小といったリサイズ（変形）処理や色変換処理を
行い、画像データを撮影範囲である２．３９：１のシネスコープサイズとする。また、画
像処理部２４では、撮像した画像データを用いて所定の演算処理が行われ、得られた演算
結果に基づいてシステム制御部５０が露光制御、測距制御を行う。これにより、ＴＴＬ（
スルー・ザ・レンズ）方式のＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理、Ｅ
Ｆ（フラッシュプリ発光）処理が行われる。画像処理部２４では更に、撮像した画像デー
タを用いて所定の演算処理を行い、得られた演算結果に基づいてＴＴＬ方式のＡＷＢ（オ
ートホワイトバランス）処理も行っている。
【００２１】
　Ａ／Ｄ変換器２３から出力された画像データは、画像処理部２４及びメモリ制御部１５
を介して、或いは、メモリ制御部１５を介してメモリ３２に直接書き込まれる。メモリ３
２は、撮像部２２によって得られＡ／Ｄ変換器２３によりデジタル信号の画像データに変
換された画像データや、表示部２８に表示するための画像データを格納する。メモリ３２
は、所定枚数の静止画像や所定時間の動画像および音声を格納するのに十分な記憶容量を
備えている。
【００２２】
　また、メモリ３２は画像表示用のメモリ（ビデオメモリ）を兼ねている。Ｄ／Ａ変換器
１９は、メモリ３２に格納されている画像表示用のデータをアナログ信号に変換して表示
部２８に供給する。こうして、メモリ３２に書き込まれた表示用の画像データはＤ／Ａ変
換器１９を介して表示部２８により表示される。表示部２８は、表示画面を有するＬＣＤ
等の表示器上に、Ｄ／Ａ変換器１９からのアナログ信号に応じた表示を行う。Ａ／Ｄ変換
器２３によって一度Ａ／Ｄ変換されメモリ３２に蓄積されたデジタル信号の画像データを
Ｄ／Ａ変換器１９においてアナログ変換し、表示部２８に逐次転送して表示する。これに
より、表示部２８は、電子ビューファインダとして機能し、スルー画像表示（ライブビュ
ー表示）を行える。
【００２３】
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　さらにメモリ３２には、後述する各種アスペクトマーカ、セーフティゾーン、グリッド
の情報が保持される。
【００２４】
　ファインダ内液晶表示部４１には、ファインダ内表示部駆動回路４２を介して、現在オ
ートフォーカスが行われている測距点を示す枠（ＡＦ枠）や、カメラの設定状態を表すア
イコンなどが表示される。
【００２５】
　ファインダ外表示部４３には、ファインダ外表示部駆動回路４４を介して、シャッター
速度や絞りをはじめとするカメラの様々な設定値が表示される。
【００２６】
　不揮発性メモリ５６は、電気的に消去・記録可能なメモリであり、例えばＥＥＰＲＯＭ
等が用いられる。不揮発性メモリ５６には、システム制御部５０の動作用の定数、プログ
ラム等が記憶される。ここでいう、プログラムとは、以下の各実施形態に係る映像の切替
処理を実行するためのプログラムを含む。
【００２７】
　システム制御部５０は、ビデオカメラ１００全体を制御する。前述した不揮発性メモリ
５６に記録されたプログラムを実行することで、後述する各実施形態に係る映像の切替処
理を実現する。
【００２８】
　システムメモリ５２は、ＲＡＭが用いられるメモリである。システムメモリ５２には、
システム制御部５０の動作用の定数、変数、不揮発性メモリ５６から読み出したプログラ
ム等を展開する。また、システム制御部５０はメモリ３２、Ｄ／Ａ変換器１９、表示部２
８等を制御することにより表示制御も行う。
【００２９】
　システムタイマ５３は各種制御に用いる時間や、内蔵された時計の時間を計測する計時
部である。
【００３０】
　操作部７０の各操作部材は、表示部２８に表示される種々の機能アイコンを選択操作す
ることなどにより、場面ごとに適宜機能が割り当てられ、各種機能ボタンとして作用する
。機能ボタンとしては、例えばメニューボタン、終了ボタン、戻るボタン、画像送りボタ
ン、ジャンプボタン、絞込みボタン、属性変更ボタン等がある。例えば、メニューボタン
の操作選択があると各種の設定可能なメニュー画面が表示部２８に表示される。利用者は
、表示部２８に表示されたメニュー画面と、操作部７０の後述する上下左右の４方向ボタ
ンやＳＥＴボタンとを用いて直感的に各種設定を行うことができる。
【００３１】
　操作部７０は、ユーザからの操作を受け付ける入力部としての各種操作部材である。操
作部７０には、メイン電子ダイヤル、電源スイッチ、サブ電子ダイヤル、十字キー、ＳＥ
Ｔボタン、拡大ボタン、縮小ボタン、再生ボタン等が含まれる。
【００３２】
　電源制御部８０は、電池検出回路、ＤＣ－ＤＣコンバータ、通電するブロックを切り替
えるスイッチ回路等により構成され、電池の装着の有無、電池の種類、電池残量の検出を
行う。また、電源制御部８０は、その検出結果及びシステム制御部５０の指示に基づいて
ＤＣ－ＤＣコンバータを制御し、必要な電圧を必要な期間、記録媒体２００を含む各部へ
供給する。
【００３３】
　電源部３０は、アルカリ電池やリチウム電池等の一次電池やＮｉＣｄ電池やＮｉＭＨ電
池、Ｌｉ電池等の二次電池、ＡＣアダプター等からなる。記録媒体Ｉ／Ｆ１８は、メモリ
カードやハードディスク等の記録媒体２００とのインターフェースである。記録媒体２０
０は、撮影された画像を記録するためのメモリカード等の記録媒体であり、半導体メモリ
や磁気ディスク等から構成される。
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【００３４】
　レンズ情報取得切替スイッチ５８は、ユーザからの操作を受け付ける入力部として、２
種類の選択値を有するスイッチである。このスイッチにより、レンズユニット１５０とシ
ステム制御部５０の通信を行い、レンズ情報の自動取得を示す選択値か、レンズ情報の手
動取得を示す選択値のいずれかをユーザは選択する。ここで、レンズ情報の自動取得とは
、システム制御部５０が、レンズユニット１５０に装着されているレンズ１０３（以下、
単に装着レンズという）の種別を示すレンズ情報を、自動で取得することをいう。また、
レンズ情報の手動取得とは、レンズユニット１５０とシステム制御部５０の通信を行わず
、操作部７０を用いてユーザがレンズ情報を決定することをいう。
【００３５】
　（第１の実施形態）
　図９は、ビデオカメラ１００の表示部２８に表示されるメニュー画面を示す図である。
上述したように、操作部７０にあるメニューボタンをユーザが押したときに、表示部２８
にメニュー画面が表示される。
【００３６】
　レンズ設定メニュー９０１は、レンズの設定に関するメニューであり、メニュー設定値
９０２～９０４をユーザが選択することで、装着レンズの種別を決定する。具体的には、
メニュー設定値９０２をユーザが選択したとき、×２．０アナモフィックレンズが装着レ
ンズに決定される。同様に、メニュー設定値９０３をユーザが選択したとき、×１．３ア
ナモフィックレンズの選択が装着レンズに決定される。また、メニュー設定値９０４をユ
ーザが選択したとき、水平断面及び垂直断面の屈折力が同一であるレンズ（以下、「通常
のレンズ」という。）が装着レンズに決定される。
【００３７】
　映像切り換えメニュー９０５は、映像の切り替えに関するメニューであり、メニュー設
定値９０６，９０７のいずれかをユーザが選択する。具体的には、メニュー設定値９０６
をユーザが選択したとき、装着レンズで水平断面に縮めた映像をカメラ側でそのまま出力
する方式に決定する。また、メニュー設定値９０７をユーザが選択したとき、装着レンズ
で水平断面に縮めた映像をカメラ側で水平断面に引き伸ばして出力する方式に決定する。
【００３８】
　アスペクトマーカ表示メニュー９０８は、映像にアスペクトマーカを重畳表示するか否
かを設定するメニューであり、メニュー設定値９０９，９１０のいずれかを選択すること
で決定する。具体的には、メニュー設定値９０９をユーザが選択したとき、アスペクトマ
ーカが映像に重畳表示される。一方、メニュー設定値９１０をユーザが選択したとき、ア
スペクトマーカは映像に重畳表示されない。
【００３９】
　カーソル９１１は、ユーザによる上述した上下左右の４方向ボタンの操作（ユーザ入力
）に応じて、上記各メニュー設定値９０２～９０４，９０６，９０７，９０９，９１０の
いずれか一つを選択する太枠である。具体的には、左右ボタンのユーザ操作に応じて、カ
ーソル９１１は、メニュー９０１，９０５，９０８のいずれか一つの選択を行う。また、
上下ボタンのユーザ操作に応じて、選択中のメニューに含まれるメニュー項目の一つの選
択を行う。ユーザが、決定したいメニュー設定値をカーソル９１１で選択した後、上述し
たＳＥＴボタンを押下すると、システム制御部５０は、選択されたメニュー設定値で不揮
発性メモリ５６に登録されているメニュー設定値の情報を更新する。
【００４０】
　図２は、図１の表示部２８に表示される映像の切替処理の手順を示すフローチャートで
ある。本処理は、システム制御部５０が、不揮発性メモリ５６から読み出した本処理を実
行するためのプログラムをシステムメモリ５２に展開することにより実現する。
【００４１】
　まず、ステップＳ２０１において、レンズユニット１５０にレンズ１０３が装着されて
いるか判断する。このステップにおいて、レンズユニット１５０にレンズ１０３が装着さ
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れた判断されたとき（ステップＳ２０１でＹＥＳ）、ステップＳ２０２に進む。
【００４２】
　ステップＳ２０２において、ユーザにより選択されたレンズ情報取得切替スイッチ５８
の選択値に応じて、レンズ情報の自動取得を行うか、レンズ情報の手動取得を行うかを判
断する。レンズ情報の自動取得を行う場合（ステップＳ２０２でＹＥＳ）、ステップＳ２
０３に進み、レンズ情報の手動取得を行う場合（ステップＳ２０２でＮＯ）、ステップＳ
２０５に進む。
【００４３】
　ステップＳ２０３において、通信端子１０を介してレンズユニット１５０と通信し、レ
ンズ情報を取得する。ここで取得されるレンズ情報で示される装着レンズの種別は、通常
のレンズ、×２．０アナモフィックレンズ、×１．３アナモフィックレンズのうちのいず
れかである。レンズユニット１５０との通信によりレンズ情報を取得すると、システム制
御部５０はその取得したレンズ情報をシステムメモリ５２に展開し、ステップＳ２０４に
進む。
【００４４】
　ステップＳ２０４において、ステップＳ２０３で取得したレンズ情報に不備があるか否
かを判断する。アナモフィックレンズに関しては、製造が古いものが多く、ステップＳ２
０３におけるレンズユニット１５０との通信で取得されたレンズ情報に不備がある場合が
あるためである。ここでレンズ情報に不備がある場合には、レンズユニット１５０からレ
ンズ情報が取得できなかった場合も含む。
【００４５】
　ステップＳ２０４の判断の結果、取得したレンズ情報に不備がない場合は、ステップＳ
２０６に進む。一方、取得したレンズ情報に不備があった場合は、ステップＳ２０５に進
む。
【００４６】
　一方、ステップＳ２０５では、不揮発性メモリ５６に登録されているレンズ情報を、シ
ステム制御部５０はシステムメモリ５２に展開し、ステップＳ２０６に進む。尚、このレ
ンズ情報は、図９のメニュー画面のメニュー設定値９０２～９０４の一つが事前にユーザ
により選択されることにより不揮発性メモリ５６に登録される。
【００４７】
　ステップＳ２０６において、ステップＳ２０３又はステップＳ２０５で取得したレンズ
情報に基づきレンズの種別を判定する。この判定の結果、レンズの種別が、通常のレンズ
である場合ステップＳ２０７に進み、×２．０アナモフィックレンズである場合、ステッ
プＳ２０９に進み、×１．３アナモフィックレンズである場合、ステップＳ２１５に進む
。
【００４８】
　ステップＳ２０７において、不揮発性メモリ５６に登録されている設定に基づき、アス
ペクトマーカを映像に重畳表示するか否かを判別する。具体的には、不揮発性メモリ５６
にメニュー設定値９０９が登録されていた場合、アスペクトマーカ表示有りと判断し（ス
テップＳ２０７でＹＥＳ）、ステップＳ２０８に進む。尚、この設定は、図９のメニュー
画面のメニュー設定値９０９，９１０の一つが事前にユーザにより選択されることにより
不揮発性メモリ５６に登録される。
【００４９】
　ステップＳ２０８において、通常のレンズにより取得された映像（以下「通常の映像」
という）に対して、不揮発性メモリ５６に格納された２．３９：１のアスペクトマーカが
重畳表示されるよう、表示部２８に指示し、本処理を終了する。これにより、図３に示す
ように、表示部２８は通常の映像と２．３９：１（撮影範囲であるシネスコープサイズ）
のアスペクト比を示すアスペクトマーカ３０１，３０２を表示する。
【００５０】
　一方、ステップＳ２０７において、取得された情報が、アスペクトマーカ表示を無しと
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する情報である場合は、通常の映像のみが表示されるよう、表示部２８に指示し、本処理
を終了する（ステップＳ２２１）。これにより、図４に示すように、表示部２８は通常の
映像のみを表示する。
【００５１】
　ステップＳ２０９において、不揮発性メモリ５６に登録される映像の切り替えに関する
設定を取得する。この設定は、図９のメニュー画面のメニュー設定値９０６，９０７の一
つが事前にユーザにより選択されることにより不揮発性メモリ５６に登録される。この取
得した設定に基づき、映像を装着レンズである×２．０アナモフィックレンズで縮めた映
像をカメラ側で水平断面に２．０倍に引き伸ばして表示するか、引き伸ばすことなくその
まま表示するかを判別する。具体的には、不揮発性メモリ５６にメニュー設定値９０７が
登録されていた場合、装着レンズである×２．０アナモフィックレンズで縮めた映像をカ
メラ側で引き伸ばして表示すると判断し（ステップＳ２０９でＹＥＳ）、ステップＳ２１
０に進む。一方、不揮発性メモリ５６にメニュー設定値９０６が登録されていた場合（ス
テップＳ２０９でＮＯ）、装着レンズである×２．０アナモフィックレンズで縮めた映像
をカメラ側でそのまま表示すると判断し、ステップＳ２１３に進む。
【００５２】
　ステップＳ２１０において、システム制御部５０が映像を引き伸ばすよう、画像処理部
２４に指示をし、画像処理部２４で映像を引き伸ばす処理を行う。処理が完了すれば、ス
テップＳ２１１に進む。
【００５３】
　ステップＳ２１１において、不揮発性メモリ５６に登録されている設定に基づき、アス
ペクトマーカを映像に重畳表示するか否かを判別する。具体的には、不揮発性メモリ５６
にメニュー設定値９０９が登録されていた場合、アスペクトマーカ表示を有りと判断し（
ステップＳ２１１でＹＥＳ）、ステップＳ２１２に進む。尚、この設定は、図９のメニュ
ー画面のメニュー設定値９０９，９１０の一つが事前にユーザにより選択されることによ
り不揮発性メモリ５６に登録される。
【００５４】
　ステップＳ２１２において、水平断面に２．０倍に引き伸ばした映像に対する、不揮発
性メモリ５６に格納されたシネスコープサイズのアスペクト比２．３９：１のアスペクト
マーカの情報を取得し、表示部２８にアスペクトマーカの表示を指示する。その後、本処
理を終了する。これにより、図５に示すように、表示部２８は映像に２．３９：１（シネ
スコープサイズ）のアスペクト比を示すアスペクトマーカ５０１，５０２を重畳する。尚
、ここで表示部２８に表示される映像のサイズは、図５に示すように、２．６６：１のア
スペクト比を有する。
【００５５】
　一方、ステップＳ２１１において、不揮発性メモリ５６にメニュー設定値９１０が登録
されていた場合、アスペクトマーカ表示を無しと判断してステップＳ２２２に進む。ステ
ップＳ２２２では、図６に示すように２．６６；１のアスペクト比を有する映像のみを表
示するよう表示部２８に指示し、本処理を終了する。
【００５６】
　ステップＳ２１３において、不揮発性メモリ５６に登録されている設定に基づき、アス
ペクトマーカを映像に重畳表示するか否かを判別する。具体的には、不揮発性メモリ５６
にメニュー設定値９０９が登録されていた場合、アスペクトマーカ表示有りと判断し（ス
テップＳ２１３でＹＥＳ）、ステップＳ２１４に進む。尚、この設定は、ステップＳ２１
１と同様、図９のメニュー画面のメニュー設定値９０９，９１０の一つが事前にユーザに
より選択されることにより不揮発性メモリ５６に登録される。
【００５７】
　ステップＳ２１４において、引き伸ばすことなく、装着レンズにより水平断面に１／２
倍に縮めたそのままの映像に対する、２．３９：１のアスペクトマーカの情報を取得し、
表示部２８にアスペクトマーカの表示を指示し、本処理を終了する。このとき表示部２８
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に表示される画面を図７に示す。具体的には、２．３９：１のシネスコープサイズを水平
断面に１／２倍に縮めた１．１９５：１のアスペクト比を有するアスペクトマーカ７０１
，７０２が映像に重畳される。尚、ここで表示部２８に表示される映像には、引き伸ばし
た後に表示部２８に表示される映像の範囲を示す１．３３：１のアスペクト比のマーカ７
０３，７０４が重畳される。
【００５８】
　一方、ステップＳ２１３において、不揮発性メモリ５６にメニュー設定値９１０が登録
されていた場合、アスペクトマーカ表示無しと判断してステップＳ２２３に進む。ステッ
プＳ２２３では、図８に示すように、１．３３：１のアスペクト比が表示された映像のみ
を表示部２８に表示するよう指示し、本処理を終了する。
【００５９】
　ステップＳ２１５において、不揮発性メモリ５６に登録される映像の切り替えに関する
設定を取得する。この設定は、ステップＳ２０９と同様、図９のメニュー画面のメニュー
設定値９０６，９０７の一つが事前にユーザにより選択されることにより不揮発性メモリ
５６に登録される。この取得した設定に基づき、映像を装着レンズである×１．３アナモ
フィックレンズで縮めた映像をカメラ側で水平断面に１．３倍に引き伸ばして表示するか
、引き伸ばすことなくそのまま表示するかを判別する。具体的には、不揮発性メモリ５６
にメニュー設定値９０７が登録されていた場合、装着レンズである×１．３アナモフィッ
クレンズで縮めた映像をカメラ側で水平断面に引き伸ばして表示すると判断し（ステップ
Ｓ２１５でＹＥＳ）、ステップＳ２１６に進む。一方、不揮発性メモリ５６にメニュー設
定値９０６が登録されていた場合（ステップＳ２１５でＮＯ）、装着レンズである×１．
３アナモフィックレンズで縮めた映像をカメラ側でそのまま表示すると判断し、ステップ
Ｓ２１９に進む。
【００６０】
　ステップＳ２１６において、システム制御部５０が映像を引き伸ばすよう、画像処理部
２４に指示をし、画像処理部２４で映像を引き伸ばす処理を行う。処理が完了すれば、ス
テップＳ２１７に進む。
【００６１】
　ステップＳ２１７において、不揮発性メモリ５６に登録されている設定に基づき、アス
ペクトマーカを映像に重畳表示するか否かを判別する。具体的には、不揮発性メモリ５６
にメニュー設定値９０９が登録されていた場合、アスペクトマーカ表示を有りと判断し（
ステップＳ２１７でＹＥＳ）、ステップＳ２１８に進む。尚、この設定は、ステップＳ２
１１と同様、図９のメニュー画面のメニュー設定値９０９，９１０の一つが事前にユーザ
により選択されることにより不揮発性メモリ５６に登録される。
【００６２】
　ステップＳ２１８において、カメラ側で水平断面に１．３倍に引き伸ばした映像に対す
る、不揮発性メモリ５６に格納されたシネスコープサイズを示す２．３９：１のアスペク
トマーカの情報を取得し、表示部２８に表示する。その後、本処理を終了する。
【００６３】
　一方、ステップＳ２１７において、不揮発性メモリ５６にメニュー設定値９１０が登録
されていた場合、アスペクトマーカ表示を無しと判断してステップＳ２２４に進む。ステ
ップＳ２２４では、映像のみを表示するよう表示部２８に指示し、本処理を終了する。
【００６４】
　ステップＳ２１９において、不揮発性メモリ５６に登録されている設定に基づき、アス
ペクトマーカを映像に重畳表示するか否かを判別する。具体的には、不揮発性メモリ５６
にメニュー設定値９０９が登録されていた場合、アスペクトマーカ表示有りと判断し（ス
テップＳ２１９でＹＥＳ）、ステップＳ２２０に進む。尚、この設定は、ステップＳ２１
１と同様、図９のメニュー画面のメニュー設定値９０９，９１０の一つが事前にユーザに
より選択されることにより不揮発性メモリ５６に登録される。
【００６５】
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　ステップＳ２２０において、装着レンズにより水平断面に縮めたそのまま映像に対する
、不揮発性メモリ５６に格納されたシネスコープサイズを示す２．３９：１のアスペクト
マーカの情報を取得し、表示部２８に表示する。その後、本処理を終了する。具体的には
、２．３９：１のシネスコープサイズを水平断面に１／１．３倍に縮めた１．８４：１を
示すアスペクト比を映像に重畳させる。
【００６６】
　このように、水平方向に縮められた映像に重畳するアスペクトマーカのアスペクト比は
、装着レンズの種別に応じた映像を縮める倍率の違いに応じて以下のように制御される。
具体的には、装着レンズの種別が、通常のレンズの場合、重畳するアスペクトマーカのア
スペクト比はステップＳ２０８のように２．３９：１に設定される。装着レンズの種別が
、×２．０アナモフィックレンズ（水平断面に映像を１／２．０倍に縮めるレンズ）であ
る場合、重畳するアスペクトマーカのアスペクト比はステップＳ２１４のように１．１９
５：１に設定される。一方、×１．３アナモフィックレンズ（水平断面に映像を１／１．
３倍に縮めるレンズ）である場合、重畳するアスペクトマーカのアスペクト比はステップ
Ｓ２２０のように１．８４：１に設定される。装着レンズの種別が、通常レンズ（水平断
面に映像を１／１．０倍にするレンズ）から、×２．０アナモフィックレンズに変わった
場合は、映像に重畳するアスペクトマーカのアスペクト比は２．３９：１から１．１９５
：１となる。変更前のアスペクトマーカのアスペクト比を用いて変更後のアスペクトマー
カのアスペクト比を表現すると｛（２．３９×１．０／２．０）：１｝である。また、装
着レンズの種別が、×２．０アナモフィックレンズから、×１．３アナモフィックレンズ
に変わった場合は、映像に重畳するアスペクトマーカのアスペクト比は１．１９５：１か
ら１．８４：１となる。変更前のアスペクトマーカのアスペクト比を用いて変更後のアス
ペクトマーカのアスペクト比を表現すると、｛（１．１９５×２．０／１．３）：１｝で
ある。
【００６７】
　すなわち、水平断面に映像を１／ａ倍に縮めるレンズを水平断面に映像を１／ｂ倍に縮
めるレンズに変更した場合（ａ≧１、ｂ≧１、ａ≠ｂ）、表示されるアスペクトマーカの
アスペクト比は、変更前をＭ：Ｎとすると、変更後はＭ’：Ｎ（Ｍ×ａ／ｂ）となる。
【００６８】
　また、表示部２８の画面のアスペクト比（２．３９：１＝ｍ：ｎ）と装着レンズによる
映像を縮める倍率（ｋ）に応じて、装着レンズにより縮めた映像に重畳されるアスペクト
マーカのアスペクト比をｍ／ｋ：ｎに決定する。一方、カメラ側でこの映像を引き伸ばし
た場合は、その映像に重畳されるアスペクトマーカのアスペクト比をｍ：ｎに決定する。
【００６９】
　このように、本実施形態では、例えば、図７の画面例に示すような、×２．０アナモフ
ィックレンズによって映像を縮めたときの撮影範囲である、１．１９５：１のアスペクト
マーカ表示を、取り付けるレンズの種別と、映像の拡縮の選択で実現している。
【００７０】
　このアスペクト比は、これまでの４：３や１６：９といった標準とされているアスペク
ト比と同様に、設定値としてあらかじめカメラ側で保持していてもよい。この場合、×２
．０アナモフィックレンズによって映像を縮めたときの撮影範囲として１．１９５：１不
揮発性メモリ５６に保存する。また、×１．３アナモフィックレンズによって映像を縮め
たときの撮影範囲として１．８４：１のアスペクト比を不揮発性メモリ５６に保存する。
【００７１】
　一方、ステップＳ２１９において、不揮発性メモリ５６にメニュー設定値９１０が登録
されていた場合、アスペクトマーカ表示無しと判断してステップＳ２２５に進む。ステッ
プＳ２２５では、映像のみを表示するよう表示部２８に指示し、本処理を終了する。
【００７２】
　図１４は、表示部２８で表示されるアスペクト比設定の画面を示す図である。上述した
メニューボタンを押すことで、アスペクト比設定１４０１を画面に表示する。
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【００７３】
　アスペクト比設定１４０１は、設定可能な複数のアスペクト比設定値１４０２をリスト
で示す。
【００７４】
　複数のアスペクト比設定値１４０２の中には、×２．０のアナモフィックレンズによっ
て水平断面に縮めた映像の撮影範囲のアスペクト比「１．１９５：１」を示す設定値１４
０３が含まれる。また、×１．３のアナモフィックレンズによって水平断面に縮めた映像
の撮影範囲のアスペクト比「１．８４：１」を示す設定値１４０４も含まれる。
【００７５】
　カーソル１４０５は、ユーザによる上述した上下左右の４方向ボタンの操作に応じて、
上記複数のアスペクト比設定値１４０２から一つを選択する太枠である。ユーザは、上下
左右ボタンでカーソル１４０５を移動して設定値を選択した後、ＳＥＴボタンを押下する
と、システム制御部５０は不揮発性メモリ５６に登録されているアスペクト比設定値の情
報を更新する。
【００７６】
　（第２の実施形態）
　第１の実施形態では、撮影範囲を明示するアスペクトマーカが映像の拡縮に応じて変化
する点を説明した。本実施形態は、文字情報等重要な映像を配置する範囲を明示するセー
フティゾーン、また、映像の構図を決めるため画面を９つに等分するグリッドに関しても
アスペクトマーカと同様に映像の拡縮に応じて変化する点を特徴とする。
【００７７】
　図１０は、装着レンズにより水平断面に縮めたそのままの映像に、アスペクトマーカと
セーフティゾーンが重畳された図である。具体的には、図１０では、図７の画面にさらに
１．１９５：１のアスペクト比のセーフティゾーン１１０１が重畳される。
【００７８】
　尚、アスペクトマーカが不要の場合は、図８のような映像のみが表示される画面にセー
フティゾーン１００１を重畳するようにしてもよい。また、装着レンズで縮めた映像を引
き延ばした後の映像にセーフティゾーンを重畳する場合は、２．３９：１のアスペクト比
のセーフティゾーンが重畳される。
【００７９】
　また、図１１は、装着レンズにより水平断面に縮めたそのままの映像に、アスペクトマ
ーカとグリッドが重畳された図である。具体的には、図１１では、図７の画面にさらに１
．１９５：１のアスペクト比のグリッド１１０１，１１０２，１１０３，１１０４が重畳
される。
【００８０】
　尚、図１０と同様、アスペクトマーカが不要の場合は、図８のような映像のみが表示さ
れる画面にグリッド１１０１，１１０２，１１０３，１１０４を重畳するようにしてもよ
い。また、装着レンズで縮めた映像を引き延ばした後の映像にグリッドを重畳する場合は
、２．３９：１のアスペクト比のグリッドが重畳される。
【００８１】
　尚、図７，１０，１１では、アスペクトマーカ、セーフティゾーン、グリッドのいずれ
かのマーカについて、装着レンズで水平断面に１／ｋ倍に縮めたそのままの映像に対する
アスペクト比ｍ／ｋ：ｎを示すマーカのみが表示部２８に表示される。しかしながら、こ
のようなマーカだけでなく、その映像を水平断面に引き伸ばした後の映像（以下「実映像
」という）に対するアスペクト比ｍ：ｎを示すマーカも同時に表示するようにしてもよい
。この場合、同時に示すマーカが対応関係にあることがわかるよう、それぞれ同色または
同じ線種で表示する。
【００８２】
　図１２は、図１０の画面に、さらに実映像に対するアスペクトマーカ、セーフティゾー
ンが重畳された状態を示す図である。具体的には、図１０の画面に、水平断面に２倍に引
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１２０６，１２０７が重畳される。
【００８３】
　また、図１３は、図１１の画面にさらに実映像に対するアスペクトマーカ、グリッドが
重畳された状態を示す図である。具体的には、図１１の画面に、水平断面に２倍に引き伸
ばした後の映像に対するグリッド１３０５，１３０６，１３０７，１３０８が重畳される
。
【００８４】
　以上、本発明をその好適な実施形態に基づいて詳述してきたが、本発明はこれら特定の
実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本発
明に含まれる。上述の実施形態の一部を適宜組み合わせてもよい。また、上述の実施形態
の機能を実現するソフトウェアのプログラムを、記録媒体から直接、或いは有線／無線通
信を用いてプログラムを実行可能なコンピュータを有するシステム又は装置に供給し、そ
のプログラムを実行する場合も本発明に含む。従って、本発明の機能処理をコンピュータ
で実現するために、該コンピュータに供給、インストールされるプログラムコード自体も
本発明を実現するものである。つまり、本発明の機能処理を実現するためのコンピュータ
プログラム自体も本発明に含まれる。その場合、プログラムの機能を有していれば、オブ
ジェクトコード、インタプリタにより実行されるプログラム、ＯＳに供給するスクリプト
データ等、プログラムの形態を問わない。プログラムを供給するための記録媒体としては
、例えば、ハードディスク、磁気テープ等の磁気記録媒体、光／光磁気記憶媒体、不揮発
性の半導体メモリでもよい。また、プログラムの供給方法としては、コンピュータネット
ワーク上のサーバに本発明を形成するコンピュータプログラムを記憶し、接続のあったク
ライアントコンピュータがコンピュータプログラムをダウンロードしてプログラムするよ
うな方法も考えられる。
【符号の説明】
【００８５】
　２２　撮像部
　２４　画像処理部
　２８　表示部
　３２　メモリ
　５０　システム制御部
　５６　不揮発性メモリ
　７０　操作部
　１００　ビデオカメラ
　１０３　レンズ
　１５０　レンズユニット
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